
人事委員会議事録（第1724回） 
 

 

１ 開催日時 

    令和６年２月16日（金）10:30～12:30 

 

２ 開催場所 

    兵庫県人事委員会 審理室 

 

３ 会議に出席した者 

    委   員   田 中 基 康 委員長 

            鈴 木 尉 久 委 員 

長 尾   真 委 員 

    事務局職員   古 川 卓 哉 事務局長 

            西 谷 智 子 任用課長 

            井 上 博 尊 給与課長 

中 原 惠 子 任用課副課長兼給与課副課長 

             

開 会 

 

第１号議案 

 議事録の承認を求める件 

 

人事委員会議事録（第 1723回）について、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

第２号議案 

 措置要求の判定の件（令和５年（措）第１号事案） 

  

任用課長が、令和５年３月６日付けの措置要求（令和５年（措）第１号事案）の判定書

（案）を説明し、審議の結果、原案どおり判定した。 

 

（委員）  

判定書の要求事項２に関するなお書き部分について、当局に対して、積極的な研究を

期待する旨伝えること。 

 

第３号議案 

 審査請求の審査に関する事務の一部の委任の件（令和５年（不）第３号事案） 

  

 任用課長が、令和５年３月29日付けの審査請求（令和５年（不）第３号事案）の審査に

関する事務の一部を田中委員長及び鈴木委員に委任することを説明し、審議の結果、原案

どおり決定した。 

 

 



第４号議案 

 採用選考試験（第２回）筆記試験合格者決定の件 

  

 任用課長が、標記試験の実施状況、合格基準及び合格発表日（２月20日）等を説明した

後、同試験の合格者（案）を諮り、審議の結果、原案どおり決定した。 

 

第５号議案 

 採用選考試験（第２回）最終合格者決定の件 

  

 任用課長が、標記試験の実施状況、合格基準及び合格発表日（２月20日）等を説明した

後、同試験の合格者（案）を諮り、審議の結果、原案どおり決定した。 

 

（委員）  

今回、医療情報職は合格者なしとなっているが、５年などの任期付職員とすることで、

待遇を改善することは検討できないのか。 

（事務局）  

  専門的な知識経験を有する者を対象とする一般任期付職員は、行政職給料表を適用

していることから、給料面でそれほど差はつかない。 

（委員）  

  どういった人材をターゲットにするのか等も含めて、人材確保に向けて検討してい

くべきである。 

 

第６号議案 

 学芸員採用選考試験最終合格者決定の件 

  

 任用課長が、標記試験の実施状況、合格基準及び合格発表日（２月19日）等を説明した

後、同試験の合格者（案）を諮り、審議の結果、原案どおり決定した。 

 

第７号議案 

 任期付職員の採用承認の件 

  

 任用課長が、採用理由等を説明し、審議の結果、原案どおり可決した。 

 

第８号議案 

 採用選考並びに職務の級及び号給決定の件 

  

 給与課長が、各任命権者から請求のあった採用選考（発令予定令和６年４月１日）並び

に職務の級及び号給について説明し、審議の結果、原案どおり決定した。 

 

第９号議案 

 職員の給与等に関する条例及び公立学校教育職員等の給与に関する条例の一部を改正 

する条例の制定に伴う意見の件 

  



 給与課長が、標記条例の制定に伴う意見について内容等を説明し、審議の結果、原案ど

おり決定した。 

 

（委員）  

今回行革カットを緩和しなかった理由は何なのか。カットを緩和していくことは決ま

っているのではないのか。 

（事務局）  

  その時の財政状況を考慮して毎年度決定していくため、計画的に緩和していくこと

まで決定していない。今年度の財政状況を踏まえて、さらなる緩和を行わなかったので

はないかと思われる。 

（委員）  

従業員の給与をカットする以上、どれだけの期間とするかは示されないといけない。

条例制定意見の中に、速やかに解消するスケジュールを示すよう促す文言を加えてはど

うか。仮に新たに財政上の課題が出てきたとしても、その分野の枠組みの中で解消すべ

きで、職員の手当カットにまで及ぼすべきではない。少なくともなぜカットを緩和しな

かったのか今の状況について説明を求めるよう意見しないといけない。 

（委員）  

毎年検討して決定している中で、全体像も必要ながら、こうした状況への説明を尽く 

 しつつ、速やかに解消するよう要請するというように文言を追加すること。 

 

第10号議案 

 公立学校教職員の特殊勤務手当に関する条例及び職員の特殊勤務手当に関する条例の 

一部を改正する条例の制定に伴う意見の件 

  

 給与課長が、標記条例の制定に伴う意見について内容等を説明し、審議の結果、原案ど

おり決定した。 

 

（委員）  

他の団体の手当額も同じくらいの水準なのか。 

（事務局）  

 都道府県によっては、本県より高い団体も低い団体もあるが、本県は他府県の平均 

と均衡するように決定しているので、およそ平均くらいの額になっている。今回の改正

額は適正なものであるが、国の手当額との乖離が生じている点については、引き続き国

との均衡も考慮に入れて充実を図られたい旨、最後に加えている。 

 

第11号議案 

 職員の給与に関する規則等の一部を改正する規則制定の件 

  

 給与課長が、標記規則等の改正内容を説明し、審議の結果、原案どおり決定した。 

 

 

 

 



第12号議案 

 職員団体の登録の件 

  

 任用課長が、標記登録について内容を説明し、審議の結果、原案どおり決定した。 

 

報告事項１ 

 令和６年度職員採用試験の見直し 

 

任用課長が、標記試験の見直し内容について説明した。 

 

報告事項２ 

 令和６年度職員採用試験実施日程 

 

任用課長が、標記試験の日程等について報告した。 

 

報告事項３ 

 採用試験広報活動計画（令和６年度実施試験向け） 

 

任用課長が、標記広報活動の計画内容を説明した。 

 

報告事項４ 

 兵庫県職員高卒程度ガイダンスの実施 

 

任用課長が、標記ガイダンスの内容等について報告した。 

 

報告事項５ 

 任命権者が行った処分 

 

任用課長が、教育委員会及び警察本部長が行った５件の懲戒処分の内容及び理由を説

明した。 

 

 

 

閉 会 


